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蓮田市立中学校 拠点校部活動 要項 

 

 蓮田市教育委員会  

 

１ 蓮田市の部活動の現状 

  市内中学校では生徒数の減少等に伴い、今後部活動数の減少が考えられ

る。こうした状況を踏まえ当面の間、蓮田市教育委員会では、市立中学校に

通う中学生が、興味・関心に応じて望ましい部活動の選択ができるように、

「拠点校部活動」を実施する。拠点校部活動とは、拠点とする中学校を活動

場所として定め、他の学校からも参加できる形で実施する部活動である。 

 

２ 目的 

（１）個々の生徒のスポーツ・文化活動における多様なニーズに応える。 

（２） 各中学校における適正な部員数の確保及び指導者の安定化を図り、継続

的な部活動設置を目指す。 

（３） 部活動指導員や外部指導者等による地域連携を通じて、学校、地域、保護

者等と連携した地域クラブ活動の推進につなげる。 

 

３ 拠点校部活動について 

（１）拠点校部活動の設置は、蓮田市教育委員会の指定により行われる。 

（２） 生徒が希望する運動部又は文化部(以下「部活動」)が設置されていない在

籍校において、当該生徒を市内の拠点となる中学校が受け入れるものであ

る。 

（３） 生徒及び保護者の申請により、本人が希望する部活動に参加できるよう

にする措置であり、勝利至上主義を目的とするものではない。 

 

４ 事業主体および実施主体 

（１）本事業の実施の事業主体は、蓮田市教育委員会とする。 

（２）本事業の実施主体は、蓮田市立中学校とする。 

 

５ 拠点校部活動の実施決定 

教育委員会は、拠点校部活動を実施する部活動を指定し、該当中学校長への

「拠点校部活動実施通知書（様式１）」の通知をもって、実施するものとする。 

 なお、実施期間は 1年度単位とする。 
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６ 拠点校部活動と地域クラブ活動（任意の活動団体）の位置づけ 

拠点校部活動については、部活動における生徒の選択肢を広げ、多様なニ 

ーズに応えられるようにすることなどを目的として実施する。学校の教育活 

動とは別に実施される地域クラブ活動については、個々の生徒及び家庭が、 

有償または無償で各団体に所属し、活動するものと考えられる。なお、拠点 

校部活動と地域クラブ活動を併用することは、各家庭の判断で行うことがで 

きる。 

 

７ 生徒が拠点校部活動に参加する際の条件等について 

（１）在籍校に希望する部活動が設置されていないこと。 

（２） 生徒及び保護者は、在籍校及び拠点校の安全面等に関する指示、拠点校の 

部活動の活動方針や規約等に同意すること。 

（３）拠点校部活動に参加する際の諸経費は、各家庭が負担すること。 

（４）在籍校から拠点校までの移動について、保護者の責任で対応すること。 

（５） 在籍校の学習活動や行事等の日程が、拠点校の部活動と重なった場合、原 

則として在籍校の活動を優先すること。 

（６） 活動を欠席する場合は、生徒又は保護者が拠点校の顧問へ連絡すること。 

 

８ 活動日及び期間 

（１）活動日は、原則として「蓮田市立中学校部活動の在り方に関する方針」に

基づいて拠点校で実施される休日（土曜日及び日曜日、祝日）及び長期休業

中とする。なお、平日の活動への参加については可とするが、在籍校の学習

活動を優先し、安全面等に十分配慮して実施するものとする。なお、朝練習

については、参加不可とする。 

（２）期間は１年度単位とし、継続する場合は年度ごとに申請を行う。 

 

９ 拠点校部活動への参加（申請等）について 

（１）拠点校部活動を希望する生徒及び保護者 

「拠点校部活動参加申込書・保護者同意書（様式２）」（以下「様式２」）

及び「誓約書（様式３）」を在籍校の校長に提出する。 

（２）在籍校の校長 

該当生徒・保護者からの様式２及び様式３の提出を受け、事業目的及び拠

点校部活動に参加できる条件に該当していることを確認して、拠点校の校長

に「拠点校部活動参加申請書（様式４）」（以下「様式４」）及び様式２の写

し、様式３の写しを提出する。 
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（３）拠点校の校長 

在籍校の校長の様式４による申請に基づき、拠点校部活動の参加を承諾す 

るときは、在籍校の校長及び教育委員会宛に「拠点校部活動参加承諾書兼報

告書（様式５）」（以下、「様式５」）を提出する。併せて、市中学校体育連盟

に報告をする。 

（４）上記（１）～（３）の手続きが整い次第、在籍校から該当生徒・保護者へ

連絡し、活動を開始する。 

 

10 指導者 

拠点校部活動の指導者は、拠点校の部活動顧問及び蓮田市教育委員会が承 

認している部活動指導員及び外部指導者とする。 

 

11 事故等への対応について 

（１） 拠点校部活動における事故の救急対応及び生徒指導等については、原則

として拠点校が行い、必要に応じて在籍校と連携して対応する。 

（２） 活動中及び移動中の事故等については、事故報告及び独立行政法人日本

スポーツ振興センターへの請求手続き等は在籍校が行い、必要に応じて拠

点校と連携して対応する。 

 

12 在籍校及び拠点校の連携 

（１）在籍校は、拠点校に対し、生徒の健康面での配慮事項や生徒指導上参考と 

なる事項等、部活動の指導にあたって必要な情報を提供するものとする。 

（２）拠点校の管理職、部活動顧問、養護教諭等関係者は、在籍校からの生徒の 

情報を共有する。 

 

13 試合への参加について 

（１）各大会等への参加にあたっては、主催者が定める大会要綱等に従う。 

（２） 中学校体育連盟主催の大会については、中学校体育連盟が定める「埼玉県 

中学校体育大会拠点校部活動参加規程」に従う。 

（３）各大会への参加にあたっての事務は、拠点校が行う。 

 

14 その他 

（１）当該年度の拠点校実施内容の生徒・保護者への周知は各学校で行う。 

（２） 拠点校は当該年度の活動開始に合わせ、参加生徒・保護者を対象として活 

動方針や活動内容を説明する機会を設けることが望ましい。 
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（３） 参加生徒の在籍校は、連絡責任者（教頭、部活動担当教員等）を決めてお 

く。 

（４）該当生徒・保護者が方針に従わない場合は、該当生徒の活動を中止する。 

 

 

附 則 

・この要項は、令和７年４月１日から施行する。 


